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減災のための建築分野の取組

2006.9.11 全国地質業連合会講演

名古屋大学大学院 環境学研究科 都市環境学専攻

福 和 伸 夫
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東海地震・東南海地震・南海地震

53-81兆円約940千棟約24,700人

被害額建物全壊棟数死者数

地震防災戦略＝１０年で被害半減
耐震化率９０％＋徹底的な意識啓発

国家予算規模の被害
主原因は建物の損壊

30年地震発生確率

５０～８７％

3

６０年前と今

６０年前

• 良い地盤に住んでいた

• 平屋建て

• 家具の無い生活

• 職住近接

• 電気はランプだけ

• 薪で炊事

• 井戸水

• くみ取り便所

• 連絡は人間が出向く

• 大家族・地域ぐるみ

今

• 軟弱な地盤や傾斜地に

• ２階建・高層マンション

• 家具だらけ・揺れも大

• 職場は遠い

• 電気に頼った生活

• ガスで炊事

• 上水道

• 水洗便所

• 電話・携帯・Internet

• 核家族・地域と隔絶
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地面は震度６でも多くは震度７を経験

• 良い地盤の揺れと
悪い地盤の揺れ

• １階の揺れと
建物の中の揺れ
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東南海地震の被災地と産業拠点

自動車関連工場

火力・原子力発電所

大事なものが
良く揺れる所に
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名古屋の地盤とまちの拡大
1647 1889 1920 1938

1950 1965
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地形分類図
(過去の空中写真による元地形の作成)

米軍による空中写真日本陸軍による空中写真
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50mハザードマップと観測記録

震度 液状化
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減衰=1%
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減衰=20%

入力波形
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10階程度のSRC
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三の丸合同庁舎に対する速度応答
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三の丸の官庁建物
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(a) 想定新東海地震【EW方向】
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(b) 想定濃尾平野西縁地震【EW方向】
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(c) 想定猿投山北地震【NS方向】
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(d) 想定伊勢湾地震【EW方向】
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(e) 推定伏在断層【EW方向】
（破壊開始点：アスペリティ南下端）
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告示スペクトル【極めて稀に発生する地震動】

想定新東海地震【EW方向】

想定濃尾平野西縁地震【EW方向】

想定猿投山北地震【NS方向】

想定伊勢湾地震【EW方向】

推定伏在断層【EW方向】（破壊開始点：アスペリティ南下端）

三の丸の地震動



19

名古屋駅前の高層ビルの建設時周期変化
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東京の過去を見る

江戸明治東京重ね地図

東京の超高層ビルには、
日本の上場企業の１２％が本社を置く
売り上げの３０％、１００兆円を稼ぐ
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減災のための
４極構造 ヒト

コト モノ

カネ

考える

作る

売買

稼ぐ

大学

社会
貢献

研究

資金
獲得

教育

防災学

土木
建築

地球

経済
社会

教育
心理
医学

耐震化

工法
耐震

制度
研究

補助
リスク
移転

人材
意識

意識啓発

教材
啓発法
教育法

お得感
の醸成

啓発の
担い手

防災教育
技術
家庭
図画

地学
物理

社会
保健
体育

実践

備える
理屈を
知る

社会と
地域を
知る

命を
守る
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耐震化推進のハードル

• 住民・専門家の意識
意識・心を変える

• 耐震化を進める法制度・仕組み
耐震改修促進法

• 安価で効果的な耐震工法を作る
耐震化アイデアコンペなど

• 経済的なインセンティブ
耐震改修補助

「意識」の問題が最も重要

工法
耐震

制度
研究

補助
リスク
移転

人材
意識
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防災意識の啓発

• 防災の担い手作り
防災カレッジ、防災まち作りアドバイザー、
耐震アドバイザー、防災アカデミー他

• 防災教育カリキュラム
体感型・対話型教育の重要性
親子防災教室、高校生防災リーダー

• 教材作り：ぶるるシリーズ

• 耐震化のお得感を知らせる
数字の大事さ

防災の担い手をどう作るか

教材
啓発法
教育法

お得感
の醸成

啓発の
担い手
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南と北の壁のバランス
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積み木を使った実験（鉄筋量の違い）
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紙ぶるる

京都府舞鶴 29

建物の揺れをマウスで体験
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技術者 行政

媒
介
者

防災
リーダー

大学

建設・住
宅会社

ＮＰＯ

ＴＶ局等

教師

住
民
・
生
徒

振動論教育
用実験教材

制震・免震
等新技術
の学習

耐震化促進
の啓発教材

博物館
展示会

建築家
養成

技術者
生涯学習

防災リー
ダー養成

専門家

建設家
耐震・免震・制震

技術の解説

小・中・高校での
防災教育教材

防災啓発番組の
解説用の道具

地震に関わる
現象の科学展示

住民啓発用
の道具

市民講演会・展示会での啓発用教材

eラーニング教材

「ぶるる」を使った防災力向上

耐
震
化
と
防
災
対
策
の
促
進
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想像力から対策が始まる
気づき＝意識
何が起こるかを知る

学び＝知識
何故起こるかを知る

対策・戦略＝認識
何をすれば良いかを知る

実践
具体的対策へ

防災のＰＤＣＡ
（TQC=Total Quality Control）

対策

改善

点検

実践

気づき

学び


